
１日の生活のながれ 

 西中学校での１日の生活です。みんなで意識して、気持ちよく生活しましょう。 

 

１．授業開始まで 

・ 靴は指定された場所に入れ、靴箱の上に物をのせません。 

・ 上靴のひもをしっかりとしばり、かかとは踏まずに、きちんと履きます。 

・ 元気よくあいさつをして教室に入り、上着やカバン類は指定された場所に置きます。 

・ タブレットで健康観察をします。 

・ ８時２０分までに活動場所（教室、体育館等）に入り、朝の活動（朝読書、全校朝会等）を行います。 

・ ８時２５分に朝の会を始めます。 

・ 学習用具を用意し、授業の準備をします。 

・ 登校後、忘れ物は原則として家に取りに行けません。 

 

２．休憩時間・給食時間・昼休み 

・ １０分間の休憩時間には、トイレや用事を済ませたり、次の授業の準備をするために使います。遊び

時間ではありません。 

・ 学習用具を準備し、授業開始のチャイムが鳴り終わるまでに着席して、先生が来るのを待ちます。 

・ ４時間目が終わったら、全員給食マットを机の上に出し、給食の準備に入ります。 

・ 係の指示で一緒に「いただきます」「ごちそうさま」をします。 

・ 給食時間以外の飲食はしません。（水分補給のため、水筒に水、茶類、スポーツドリンクを持参し、

飲んでも良い） 

・ 昼休みは指定された場所でルールを守って過ごします。体育館は、割り当てに従って使用します。 

・ 教室や廊下では走り回ったり、騒いだりしません。 

・ 教科係は昼休み終了までに教科の先生と明日の持ち物等の確認を済ませておきます。 

・ 予鈴のチャイムが鳴ったら教室に戻り、授業開始のチャイムまでに用意をして着席しています。 

・ 移動教室のある授業は、休憩時間内に移動を終わらせます。 

 

３．下校まで 

・ 最後の授業が終わったら、日直は帰りの会の準備をします。 

・ 帰りの会終了後、清掃当番責任者が担当の先生に清掃開始の連絡をして、すぐに清掃に入ります。 

・ 放課後の活動は ①生徒会活動 ②学級活動 ③部活動の順に優先します。活動のない人はすぐに下

校します。 

・ 自分達で活動したい（学級活動・班活動など）ときは、必ず先生の許可をもらいます。 

 

 

 

 

 

 



 

４．その他 

・ 欠席、遅刻、早退をするときは、朝のうちに必ず保護者から担任の先生（学校）へ連絡します。 

・ 登下校時は決められた通学路を通り、友達や保護者、先生に会ったら大きな声であいさつしましょう。 

・ 特別な授業や行事のあるとき以外は、制服を正しく着用します。個人的な事情で制服以外のものを着

用しなければならない時は、担任の先生の許可を得ます。 

・ 学習に必要のないものは先生の指示がない限り、学校に持ってきません。やむを得ず持ってきたとき

は、朝の会で担任の先生に預けます。 

・ 持ち物には名前を書き、自分でしっかりと管理します。もし、物がなくなったり、変わったことがあ

ったら、すぐに担任の先生に伝えます。 

・ 校内で先生や来客の方に会ったときは、元気にあいさつをします。 

・ 人の話を聞くときは、きちんと相手の目を見て聞きます。また、うなずくなど、きちんと反応をしま

す。 

・ 職員室に入るときはコート類を脱ぎ、「失礼します」と一礼し、出るときは「失礼しました」と一礼

します。 

・ 職員室では、用時のある先生の近くまで行き、「○○先生」と名前を呼んでから用件を話します。「～

です」「～ます」等、きちんとした言葉を使います。 

・ 職員室から何かを持っていくときは、必ず近くの先生に話をして許可を受けます。 

・ 先生に呼ばれたり、指示されたときは、はっきりと返事をします。個人でも全体でも同じです。 

・ 他の学年、学級の教室には勝手に入りません。用事があるときはドアのところで話すか、廊下まで来

てもらって話をします。 

・ 授業中や朝・帰りの会中に廊下を歩いたりする場合は、他の学級の妨害にならないように特に静かに

します。 

・ 万が一、物品を壊したり、壊れているモノを発見したら、すぐに先生に知らせます。(保護者と相談の

上、弁償などを決めます） 

 

 

★ ジャージ着用について 

 

  

１ ジャージ着用の授業が終わったら制服に着替えることを基本とする。 

 

２ ジャージ着用の授業が終わった後、再度、ジャージ着用の授業がある場合はそのままジャージ着用

を許可する。 

 

３ ジャージ着用の授業が午後の場合、部活の有無にかかわらずジャージのまま過ごし、下校しても良

い。 

 

４ １時間目にジャージの授業がある場合、ジャージ登校を許可する。 

 

５ Ｔシャツで過ごす場合は、健康面の配慮からＴシャツの裾を出してもよい。ただし、ジャージ・制服 

   着用の場合、上着からはみ出さないように注意すること。 


